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2025年8月26日時点

この度、2026年6月2日（火）～6日（土）の5日間、国立京都国際会館にて、
第22回国際内分泌学会議（ICE2026）と第99回日本内分泌学会学術総
会（JES2026）をともに開催することになりました（ICE2026/JES2026）。

国際内分泌学会議（International Congress of Endocrinology: ICE）
は、2年に1回開催される国際会議であり、わが国では、1988年そして2010
年以来、3回目の開催となります。日本内分泌学会は、国際内分泌学会
（International Society of Endocrinology: ISE）の開設当初から関
わってきましたが、日本内分泌学会が創設100周年を迎える2026年度に日
本招致が実現し、日本内分泌学会員にとって貴重な機会となります。

今回のICE2026/JES2026のテーマは、「Enlightened Endocrinology 
in Unprecedented Times」（異次元の時代における内分泌学の進歩）と
させていただきました。コロナ禍を経験して一気に加速したデジタル化、先進
国を中心に直面する超高齢化社会、地球温暖化に代表される異常気象な
ど、世界的にも前例のない時代を迎えつつあります。このような異次元の時
代において、日本内分泌学会発祥の地である京都において、様々な分野の
内分泌学の臨床および基礎研究の新たな100年を議論する予定です。

日本内分泌学会では将来の発展を期して、真の意味の「国際化（Global-
ization）」を目指しています。ICE2026とJES2026の合同開催により、日本
内分泌学会員にとって国内で国際学会に参加でき、海外からの演者、座長
と英語で質疑応答や議論を行うことは、国際化に向けた大きな一歩になりま
す。世界中からご参加いただく皆さまには、「最先端の研究情報
（Cutting-edge Science）」を共有することにより、異次元の時代における
内分泌学の進歩を実感していただけるものと思います。

この時期の京都の神社仏閣では水の恵みを受けて花がみずみずしく咲き、
神苑（しんえん）や紫陽花苑が公開されます。6月は一年の折り返しです。記
憶に残るICE2026/JES2026の開催の準備を進めております。どうぞ日本
の古都、京都に世界中から皆さまにお越しいただき、内分泌学の将来を語り
合えることを楽しみにしております。

ご 挨 拶

柴田 洋孝 (大分大学) 小川 佳宏 (九州大学)
第22回国際内分泌学会議　共同会長 第99回日本内分泌学会学術総会　会長

第22回国際内分泌学会議　共同会長
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The 99th Annual Congress of The Japan Endocrine Society

国際内分泌学会議
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・全日程、全セッションへの参加
・開会式・閉会式、Welcome Receptionへの参加
・展示会場への入場
・コーヒーブレイクおよび軽食
・ポケットプログラム
・コングレスバッグ
・参加証明書

ICE2026/JES2026 プログラム委員

2025年9月17日（水）より、早期事前登録の受付を開始します。
ICE2026/JES2026 参加登録費

2026年6月5日（金）に国立京都国際会館にて
記念式典を開催します。

日本内分泌学会は、2026年（令和8年）に
創設100周年を迎えます。

※ICE2026のみ、JES2026のみの参加登録区分はございません

参加区分 早期事前登録費 事前登録費 当日登録費

ISE Member

JES Member

Non-Member
Low & Lower-middle Middle 
Income Countries
ISE Member Trainee
(Students/Fellows/Nurses)
JES Member Trainee
(Students/Fellows/Nurses)
Non-Member Trainee 
(Students/Fellows/Nurses)
Accompanying Persons

80,000円
40,000円
105,000円
20,000円
40,000円
20,000円
50,000円
20,000円

100,000円
50,000円
120,000円
25,000円
50,000円
25,000円
60,000円
20,000円

120,000円
60,000円
135,000円
30,000円
60,000円
30,000円
70,000円
20,000円

内分泌代謝科専門医
（旧制度）（最大30単位） 今回 通常

内分泌代謝・糖尿病内科専門医
（新制度）（最大4単位） 今回 通常

教育講演のオンデマンド視聴

※詳しくは、ICE2026/JES2026ホームページにてご案内します。

今回 通常

ICE2026/JES2026への参加 20単位 10単位

ICE2026/JES2026での発表（筆頭演者） 10単位 5単位

ICE2026/JES2026への参加 2単位 1単位

ICE2026/JES2026での発表
（筆頭演者、指導者※または座長） 2単位 1単位

教育講演視聴による取得可能単位上限

内分泌代謝科専門医（旧制度）
教育講演（30分）1つあたりの視聴
内分泌代謝・糖尿病内科専門医（新制度）
教育講演（30分）1つあたりの視聴

16単位 8単位

2単位 1単位

1単位 0.5単位

第99回日本内分泌学会学術総会（JES2026) 会長
小川 佳宏 (九州大学)

第22回国際内分泌学会議（ICE2026) 会長
柴田 洋孝 (大分大学)
小川 佳宏 (九州大学)
Helena Teede （Monash University, Australia）

ICE2026/JES2026 プログラム委員長
柴田 洋孝 (大分大学)
橋本 貢士 （獨協医科大学埼玉医療センター）
Susan Mandel （University of Pennsylvania, USA）

ICE2026 プログラム委員
Marlene Chakhtoura （American University of Beirut, Lebanon）
Ankia Coetzee （Stellenbosch University, South Africa）
Raquel Faradji （Clinica EnDi, Mexico）
Sadaf Farooqi （University of Cambridge, UK）
Celine Huot （CHU Sainte-Justine, University of Montreal, Canada）
Peter Kopp （University of Lausanne, Switzerland）
Marta Korbonits （Barts & London School of Medic, UK）
Susan Mandel （University of Pennsylvania, USA）

Yumie Rhee （Yonsei University College of Medicine, Republic of Korea）
Rakesh Sahay （Osmania Medical College, India）
Hirotaka Shibata （Oita University, Japan）
Helena Teede （Monash University, Australia）
William F. Young, Jr. （Mayo Clinic, USA）

Syed Abbas Raza National Hospital DHA Lahore 
and Shaukat Khanum Cancer Hospital, Pakistan（  ）

Syed Abbas Raza

JES2026 プログラム委員
橋本 貢士 （獨協医科大学埼玉医療センター）
井上 大輔 （帝京大学ちば総合医療センター）
石井 智弘 （東京都立小児総合医療センター）
岩佐 武 （徳島大学）
方波見 卓行 （聖マリアンナ医科大学 横浜市西部病院）
益崎 裕章 （琉球大学）
光武 範吏 （長崎大学原爆後障害医療研究所）
宮地 康高 （九州大学）
西岡 宏 （虎の門病院）
小川 佳宏 （九州大学）
尾仲 達史 （自治医科大学）
浅原 哲子 （国立長寿医療研究センター/国立病院機構京都医療センター）
新藤 隆行 （信州大学）
杉谷 巌 （日本医科大学）
田中 智洋 （名古屋市立大学）
山本 雅昭 （シダーズ＝サイナイ医療センター）
横手 幸太郎 （千葉大学）

馬越 洋宜 （九州大学）
JES2026 事務局長

後藤 孔郎 （大分大学）
ICE2026 事務局長

参加登録

専門医更新のための取得単位数

プログラム 組織体制

日程表（予定） （2025年5月時点）

実施プログラム 詳細（予定）

参加費に含まれるもの（予定）

・Plenary Lecture（特別講演）
・MTP（Meet The Professor）
・Symposium
・Regional Symposium 
・Nursing Symposium 
・教育講演（オンデマンド配信のみ）
・Clinical Endocrinology KO Rounds
・若手研究奨励賞（YIA）審査講演、表彰式
・日本内分泌学会 各種受賞講演
・一般演題（口演/ポスター）
・スポンサードシンポジウム、ランチョンセミナー（LS）、モーニングセミナー（MS）
・市民公開講座

日程 午前 午後

6/2
(火)

合同開会式
Welcome Reception

6/3
(水)

特別講演　MTP
シンポジウム
一般演題(口演/ポスター)

特別講演　MTP
シンポジウム
一般演題(口演/ポスター)

6/4
(木)

特別講演　MTP
シンポジウム
JES2026　YIA
一般演題(口演/ポスター)

特別講演　MTP
シンポジウム
JES2026　YIA
一般演題(口演/ポスター)

6/5
(金)

特別講演　MTP
シンポジウム　
一般演題(口演/ポスター)
ICE2026閉会式

100周年記念式典

6/6
(土)

受賞講演
シンポジウム

受賞講演
市民公開講座
JES2026閉会式
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A Century of Pride, Challenges, and Innovations

National Hospital DHA Lahore 
and Shaukat Khanum Cancer Hospital, Pakistan（    ）


